
 

 

 

研究内容の概要：  
 

 

 

・インバータは、蓄電池で駆動される事から家庭用 

の商用電源で 10 kA の溶接電流が得られる。 

・高圧受電設備を必要としない。 

 

 

 

・簡単なインバータ回路で変圧器の 2 次電流 

の制御を可能とした。 

・電流制御は、変圧器と溶接部のインダクタンス 

成分に着目した。 

・溶接部のインピーダンス変化の問題を解決した。     周波数制御形インバータ電源回路 
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特
長
／
効
果 

 家庭用の商用電源(100[V],20[A])で 1万アンペアの大電流が得られる。 

 インバータ周波数で電流制御する事から、回路構成が簡単になった。 

 小型軽量化を実現した。 

 

利
用
／
用
途 

 鉄筋同士の溶接 

 金属板同士の溶接 

 溶接以外の低電圧大電流を必要とする負荷にも最適 

 

抵抗溶接機の電流制御法 
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1万アンペアが得られる 
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